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１． はじめに 

レポートを作成する手順の一つに、アウトラインを作り、それに

沿って情報収集を行い、まとめるという方法がある．情報収集で

は、検索エンジンを使って Web ページを検索し、Web ページを

調べて、その結果を人手でまとめるというのが一般的である。 

本研究では、人手に代えてコンピュータでまとめる方法を提

案しており、本報告では、WWW(World Wide Web)から収集さ

れた Web ページから、必要な情報を抽出し、まとめる処

理を行う部分について報告する． 

2 ．システムの提案 

本システムは大きく分けて四つの部分に分かれる． 

１） 検索システム：入力されたアウトライン情報をもと

に WWW 上から Web ページを検索する．ここで、 

アウトライン情報とは、レポートの題名、章のタイ

トルやキーワード、節のタイトルやキーワードなど

である． 

２） ブロック分割： Web ページを内容に応じたブロッ

クに分割する． 

３） 抽出システム：アウトライン情報に該当するブロッ

クを抽出 

４） 整理システム：抽出したブロックを整理する部分 

 

 
図１ システム全体のイメージ 

 

 

3.1.3 マッチング処理 
 

 

3．システムの処理 

本報告で取り上げる部分は抽出システムと、整理システ

ムに分かれる．以下にそれぞれの処理について説明する． 

3.1 抽出システム 
Web ページから切り出されたブロックから、アウトライ

ン情報に該当するブロックを選択するシステムである．抽

出システムのイメージを図２に示す．以下にシステムの処

理の流れを示す． 
１）ブロック化された記事ファイルを受け取る 

２）アウトラインのキーワードの類似語のリストアッ 

  プ 

３）マッチング処理 

４）アウトライン情報に対応するブロックとして選択 

されたブロックをファイルに出力 

 

 
図２ 抽出システムの処理のイメージ 

 

3.1.1 入力情報 
抽出処理では、アウトライン情報と、いくつかに分割さ

れたブロック記事ファイルを受け取る．  
3.1.2 類似語のリストアップ 
 マッチング処理に移る前準備として、アウトラインに入

力されたキーワードの類似語を、シソーラス辞書を用いて

リストアップしておく．[1] 
3.1.3 マッチング処理 
 マッチング処理とは、ブロック記事ファイルの中から、

アウトラインに該当するブロックを抽出する処理である．

受け取るブロック記事の形式は、記事にタイトルがあるか

どうかで大きく２つに分かれ、タイトルがある記事の中で

も、サブタイトルがあるかどうかで分かれる．抽出するか

どうかは、基本的にブロックのタイトルとアウトラインを

見比べて判断する．ブロックのタイトルにアウトラインの
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キーワードが含まれていない場合は、ブロック記事を形態

素解析し、名詞の出現頻度を数え、最も多い名詞がキーワ

ードなら抽出する．また、ブロックにタイトルがついてい

ない場合は、ブロック記事の中から重要文を抽出し[2]、そ

の文章の中に、アウトラインのキーワードが入っているか

どうかで判断する． 

3.1.4 ファイルへ出力 
次の要約システムへ、出力する内容は、抽出した文章、

アウトラインにあてはまる章番号、一致したキーワード、

形態素解析を行った場合は、解析結果の情報である．これ

らを XML 形式で出力する． 

3.2 段落整理システム 
抽出システムによりアウトラインに対応する複数のブロ

ックを、ユーザが把握しやすいように類似したブロックを

グループ化する.そして各グループの特徴を表すキーワー

ドを抽出する. 

次にグループ化したブロックの数が１つの場合、ブロッ

クの内容を最も表していると考えられる文を要約文として

出力する. 

ブロックの数が複数の場合、ブロック間において重複し

た文が存在することがあるため、グループの中の複数のブ

ロックを要約し１つの文として出力する. 

以上の処理を行うことにより、レポートを作成する際に

ユーザが知らなかった情報を容易に判断することができ、

必要な情報の取捨選択の支援を行うことができる. 

 
図 3 ブロック整理システムの処理のイメージ 

3.2.1 分類処理 

 クラスタリング手法を用い分類し、そして各クラスタの

キーワードを tf*idf を用いることにより抽出する. 

 クラスタリングだけでは分類されたグループ間の関係が

判断しにくいため、対象分野の概念関係を記述した

Ontology のノードとクラスタのキーワードで対応するもの

があれば Ontology のカテゴリにクラスタを当てはめる. 

3.2.2 要約文作成処理 

 単一ブロックにおいて、キーワードだけを表示するので

は内容の把握に不十分であるため、キーワードを多く含む

文を抽出し表示するのが望ましい. 

 アウトラインに対応する複数のブロックに頻出する語、

段落に頻出する語に重みをつけて、最も重みのある文を要

約文として出力する．[3] 

3.2.3 複数ブロック要約処理 

 形態素解析し、自立語を抽出する.ヒューリスティック

スにより比較するブロックの形態素の一致度が 60％を超え

る場合は共通個所として同定する.[4] 

相違個所においては共通個所に係る文を抜き出す方法を考

えている. 

5．実験結果・考察 

検索システムにより収集された１４ページから、ブロッ

ク記事を１０４個受け取り、提案したシステムの処理に基

づいて、（Ａ）抽出に成功、（Ｂ）抽出に失敗、（Ｃ）削

除に成功、（Ｄ）削除に失敗、の４通りに分け、処理の精

度を調べた． 
 

表１：実験結果 

（Ａ）抽出に成功 49 

（Ｂ）抽出に失敗 15 

（Ｃ）削除に成功 28 

（Ｄ）削除に失敗 13 

 

この結果から、成功した数は７７個であり、率にして７

４％であった． 

タイトルがないブロックや、ブロックが大きい場合には、

ブロックごとに抽出を行うと不要な部分も抽出してしまい、

削除に失敗するというケースが存在した． 

 また、抽出に失敗するケースとしては、ひとつのブロッ

クの中で、アウトライン上の複数の内容について書かれて

いる場合があった. 

6．おわりに 

本研究では、レポート作成支援を目的とし、情報を収集

し、整理を行う手法を提案した．アウトラインに対応する

ブロック記事の抽出では、Web ページをブロックという意

味的なまとまりに分け、アウトラインに対応したブロック

を抽出する方法を提案した． 

 今後の課題としては、システムを実装し、評価データを

増やした評価と、精度の向上が必要である． 
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